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論文内容要旨
 血清アルカリフォスファターゼ(以下A1-Paseと略)は,boneactivityの高い骨疾
 患に活性値の上昇をみることは古くから知られていた。しかしこの酵素は肝,賢,小腸,胎盤な
 どにも認められ,骨疾患ならびにその代謝を検討する場合骨性アイソザイムの測定が要求される。'
 各臓器由来のAl-Paseア・イソザィムは熱による易破壊性が異なり,骨性アイソザイムは他と
 比較して熱に対する感受性が高い。
 この性質を利用して著者は,血清を56℃で5分間incubateした八i-Pase活性値を測
 定し,末処理の活性値で除した百分率を感熱率とし,骨性アイソザイムの指標とした・
 まず,骨疾患群,肝疾患群,妊婦例,健常人の感熱率を測定した結果,妊婦例は高値をとり,
 つづいて肝疾患群,健常人と感熱率は低下し,骨疾患群は最も低い値をとり,これら各群のおお…
 よその鑑別は可能であることが知られた。
 また,成長期にある若年者28例に活性値と感熱率を測定したところ,活性値は1i才以前に
 おいて高く,その後年令が長ずるに従い低下し,17才以下では健常成人の値をとる。これに対
 し感熱率は11才以前で低値をとりこれ以降高値を示し,活性値との対極性を認めた。
 さらに各種骨疾患の活性値および感熱率はboneactivityが高いと思われる骨肉腫や
 fibrousdysplasiaにおいて必らずしも活性値の上昇,感熱率の低下を示すとはかぎら
 .ず,また骨析においては全例正常値を示した・これに対し広範な骨疾患の場合,Paset病,くる病
 骨軟化症,renaiosteodystrophyなどboneactivityの高いと思われる骨疾患では,
 全例に高活性値,低感熱率をみ,骨粗鬆症,Wemer症候群などboneactlvityが高くない
 と思われる骨疾患においては活性値,感熱率とも正常値を示した。これら骨疾患における血清Al
 -Pase値の差は,全身性骨疾患が局所性骨疾患より末梢血への骨性A1-Paseの反映が大で
 あることに起因するものと思われる。
 さらに骨肉腫と骨折例において活性値および感熱率を経時的に測定したが,骨肉腫例ではその時
 々 の病勢によりこれらの値の変動を示すが,骨析にあってはほとんど変化がみられなかった。
 最後に骨疾患患者16例に45Gakineticstudyを施行し,骨代謝の指標であるturnover
 rate,accrefionrateとAi-Pase活性値および感熱率の関連を探究したが・tamovef.
 rate,accretionrateと活性値は+0.612,+0.600と正の相関を示し,これらのparameter'
 と感熱率は一〇.702,一〇.638といづれも割合高い相関関係を示した。
 以上の結果からみて,活性値と感熱率は骨疾患に関するかぎり同格のものであり,いずれも骨一
 性アイソザイムの特準を示すものど思われた。
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 審査結果の要旨
 各種骨疾患において,骨のactivityを知ることができるなら,疾患の性質ないし状態をより
 ょく把握でき,また治療方針の参考に資することができる。整形外科においてbOneactiyity
 を表わす指標をみつけることにいろいろな分野から努力が払われているが,臨床的に簡単に応用
 できる適切なものがないというのが現状であろう。
 東北大学整形外科教室において青柳らはすでに各種骨疾患に45Caを利用したklneticstudy
 を行ない・acCretionrateとかturnoverrateといった指標がboneactlvityを
 ・表わしてくれる可能性を見出し,報告しているが,kineticstudyはあまりにも施行が煩雑
 で,臨床的応用にむかない。しかしaccretionrat3とかtumoverrate.の帯・疾患は概して
 
 血清AL-phosphatase値が高値を示す傾向にあるようであった。・ところが最近の知見による
 と健常人の血清AL-phosphataseは骨由来のものと肝由来のものから構成されているという。
 Boneachvityを表わす指標として,血清AL-phosphataseより骨性アイソザイムの方
 がより適切ではなかろうかということを目安に本研究を行なっている。
 著者は骨性アイソザイムを表現してくれるものを種々探索した結果,PosenらやFi‡zgerald
 らが,骨性アイソザイムの熱に対して破壊されやすい性質から割出したheatinactivation
 rateなるものが臨床的に応用しやすいことに着目して,まずその追試を行なった。Posenらや
 Fitzgeraldらは血清を56℃10分間incubateしたもののAL-phosphatase値を未処
 置の血清のAI、一phosphatase値で除したものをheatinactiv・ationrateとしているが
 著者は実験データからみて5分間incu・bateした値を利用した方が適切であると判断し,それに
 対し感熱率と仮称した。
 著者は成長期にある若年者や各種骨疾患における感熱率を測定し,またそれらを血清AL-
 phosphatase活性値と比較し,さらに45Gakineticstudylこよるaccretionrate
 やturnoverrateと感熱率との相関の有無を検索した。これらの観察から,感熱率がbone
 activityを表現してくれるものとするということを推定できた。本実験において感熱率は血清
 AL-phosphatase活性値と同格であるという傾向を示したが,対象例がすべて肝疾患をともな
 わないための結果かと、思われ,肝疾患の併存する場合,とくに感熱率の測定は意味あるものとなる
 であろう。
 整形外科領域の骨疾患に対するheatlnactiラatlonrateないし感熱率を広く探索した
 研究はほとんどないといってよいことからも,本研究は意味あるものと思う。
 以上のようなことから,本論文は学位に該当するものと認める。
 一96一
